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名古屋大学「農学知的支援ネットワーク」 
 

農学知的支援ネットワーク(JISNAS) 会則 
 

 

   （平成 21年 11月 30日制定） 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本会は、農学知的支援ネットワークと称する。英名は Japan Intellectual Support 

Network in Agricultural Sciences (JISNAS)とする。 

 

（目的） 

第２条 本会は、農学分野における教育・研究・社会貢献等に係わる国際協力活動への参

加の意図を有する大学間の連携及び大学と我が国の国際農業研究機関との連携を促進する

ために設置し、これら関係機関によるネットワーク体制の整備を行い、国際協力活動の推

進に資することを目的とする。 

 

（活動） 

第３条 本会は、前条の目的を達成するため、国内外の大学、関係府省庁及び国際協力実

施機関等と協力して次の活動を行なう。 

（１）国際協力活動実施に必要な業務支援 

（２）分散した知識・技術（人的資源）のネットワーク化 

（３）研究者、教員のモチベーションの維持・向上 

（４）ネットワークの活動による受託事業の促進 

（５）国際協力活動に対する大学関係者及び一般社会の理解促進 

（６）その他、本会の目的を達成するために必要な活動 

 

第２章 会員 

（会員の種別） 

第４条 本会の会員は団体会員及び個人会員とする。 

（１）団体会員は、本会の目的に賛同して入会する団体とする。 

（２）個人会員は、本会の目的に賛同して入会した個人とする。  

 

（入会） 

第５条 本会の会員となるためには運営委員会の承認を得なければならない。 
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（会費） 

第６条 会費は別途定めることにより徴収することができる。なお、会員の会議出席に必

要な旅費等の経費はそれぞれが負担するものとする。  

              

（会員の資格喪失） 

第７条 会員が次の各号の一に該当する場合には、その資格を喪失する。 

（１）退会したとき 

（２）死亡したとき 

（３）除名されたとき 

 

（退会） 

第８条 会員が退会しようとするときは、理由を付して退会届を運営委員会委員長（以下、

「運営委員長」という。）宛に提出しなければならない。 

 

（除名） 

第９条 会員が本会の名誉を傷つけ、または本会の目的に違反する行為をしたときは、総

会の議決を経て、運営委員長が除名することができる。 

 

第３章 機関 

（機関） 

第 10条 本会に次の機関をおく。 

（１）総会  

（２）運営委員会  

（３）事務局 

 

（総会） 

第 11条 総会は本会の最高議決機関であって会員全員により構成し、原則として年 1回開

催する。開催にあたっては、運営委員長があらかじめ開催の日時、場所、議題等を開催日

より事前に告示して、招集する。ただし、次の各号の一に該当するときは、運営委員長は

30日以内に理由を明示して臨時総会を招集しなければならない。 

（1）団体会員の 3分の 1以上が理由を明示してこれを要求してきたとき 

（2）運営委員会が決議してこれを要求したとき 

 

（総会付議事項） 

第 12条 総会に付議する事項は次のとおりとする。 

（1）運営方針、活動計画の決定 
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（2）予算及び決算の承認 

（3）活動報告 

（4）運営委員の選出 

（5）運営委員の罷免 

（6）会員の除名 

（7）会則の改正 

（8）本会の解散 

（9）運営委員の 3分の 1以上が理由を明示して請求した事項 

（10）その他本会の意志決定に関する重要事項 

 

（総会の成立） 

第 13条 総会は、団体会員の過半数の出席で成立する。 

2. 出席できない団体会員は、委任状を作成して議長に総会の議事を委任することができ

る。 

3. 委任状は総会開催に必要な定足数に数える。 

 

（総会の議決） 

第 14条 総会の議決は、次項に定める場合を除き、出席団体会員の過半数による。 

2. 第 12条第 7号及び第 8号の議決を行おうとするときは、団体会員の直接無記名投票に

よらなければならない。この場合において、第 12条第 7号の議決は団体会員（以下この条

において同じ。）の過半数の賛成により、第 12条第 8号の議決は全会員の 4分の 3以上の

賛成により成立するものとする。 

3. 第 12条第 7号及び第 8号の議決については、総会の開催を経た上で、団体会員全員の

直接無記名投票に問うことができる。 

 

（総会の議長及び書記） 

第 15条 総会の議長及び書記は総会の都度出席会員より選出する。議長は、可否同数の場

合以外は採決に加わらない。 

 

（運営委員会） 

第 16条 運営委員会は本会唯一の執行機関であって総会決定事項を実施し、総会に対して

その責任を負う。 

 

（運営委員会の構成） 

第 17条 運営委員会は、運営委員会の業務量や地域のバランスを考慮して、10名を超えな

い運営委員会委員（以下、「運営委員」という。）により構成される。 
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２．運営委員会は、議題に応じて運営委員以外の参加を求めることができる。 

 

（運営委員会の開催） 

第 18 条 運営委員会は、運営委員長が招集し、運営委員の２／３以上の出席で成立する。

ただし、運営委員の半数以上の要求があったときは、運営委員長はこれを開催しなければ

ならない。 

2. 出席できない運営委員は、委任状を作成して運営委員長に総会の議事を委任すること

ができる。 

3. 委任状は運営委員会開催に必要な定足数に数える。 

 

（運営委員会の議決） 

第 19条 運営委員会の議決は、運営委員の過半数による。 

      

（事務局） 

第 20条 本会は、事務局を愛知県名古屋市千種区不老町名古屋大学農学国際教育協力研究

センター内に置く。事務局長は運営委員長が任命する。 

 

第４章 運営委員 

（運営委員長および運営委員会副委員長（以下、「運営副委員長」という。） 

第 21条 運営委員会には運営委員長を置く。また、必要に応じて運営副委員長を置くこと

ができる。 

2. 運営委員長は、運営委員会において互選され、本会を代表し、会務を総括する。運営

副委員長は、運営委員長を補佐し、運営委員長に事故がある時はこれを代行する。 

3. 運営委員長及び運営副委員長は、運営委員会において選出し、それぞれの任期は２年

間とする。ただし、再任は妨げない。 

 

（運営委員の選出） 

第 22条 運営委員は、総会の議を経て選出する。 

2．運営委員会は次期運営委員候補者を総会において推薦する。運営委員会は次期運営委員

候補者案の作成にあたっては会員の意向等の調査を行う。 

 

（運営委員の任期） 

第 23条 運営委員の任期は２年とし、再任は妨げない。 

2．補充の運営委員の任期は前任者の残りの期間とする。この場合、選出は総会を経ること

なく、前任者の推薦に基づき、運営委員会が承認するものとする。 
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第 5章 会計 

 

（会計年度） 

第 24条 本会の会計年度は、4月 1日に始まり、翌年 3月 31日に終わる。 

 

（会計監査） 

第 25条 本会の会計は、会計年度毎に速やかに書類を作成し、総会によって委嘱された会

計監事の正確であるとの報告書を添えて総会に報告し、承認を受けなければならない。 

 

雑   則 

(1)この会則の定めのほか、本会の運営に関して必要な事項については運営委員会で別途協

議する。 

 

付   則 

(1)この会則は、本会の設立総会の日から実施する。 

(2)第 6条については、総会の承認を経て、猶予期間を設けることができる。 
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資料 1-3 
 

「農学国際協力」の目指すもの 
農学の現状 
 農学分野で国際協力分野に身を投ずる、あるいは世界的な食料・環境問題

に貢献しようという人材の不足 

 日本の農学の国際的展開に対して理解のない研究者が多い。 

 農学分野における研究や技術開発の現状は、自然現象の科学的な解析・理

解とそれらに基づいた最先端技術に偏っている 

 しかし、これらの基礎的な研究が農学分野の活性を支えている。 

 
めざす方向性 
 農学における最先端研究をいかに国際的に展開させるか、またそれを世界

的な問題の解決のためにどう用いていくかを考える。 

 最先端研究と国際的な課題の把握が同居しているような人材の育成 

 国際的な視野を持って、現在の農学研究を展開していく若者の養成が必要。 

 農学の研究成果を国際的に展開していくことへの理解（大学におけるサポ

ーター）や意欲を持った研究者を増やす。 

 
「農学国際協力」に掲載される論文 
 農学的視点から世界の実像を理解するための論文 

 農学研究の国際的展開の可能性を示す論文 

 先進的研究の成果を世界的な問題の解決のために用いたケースレポート 
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途上国援助ニーズと国内知的支援
リソースのデータベース作成・管理

プロジェクト形成に活用

IReNe
Agriculture, Forestry & Fisheries

途上国の
援助ニーズ

国内の
知的支援リソース

リソースとニーズ
のマッチング

1. 大学や研究機関の組織化による世界の食料問題への貢献
2. 途上国の農業・農村開発上の新たな技術開発
3. 国内外の研究の推進・活性化と研究者の育成
4. 我が国の科学技術外交への貢献

展望
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第 5 章 農学国際教育協力への提言 

 

開発途上国の支援ニーズに的確に応え、質の高いプロジェクトを形成し、効果的に実施

するためには、個々の機関/個人が有する知見の範囲に限定されることなく、多機関の有す

る専門的、網羅的かつ高質な「知と経験」を有効に活用することが重要である。このよう

な考えに基づき、農国センターでは、平成 19 年度文部科学省「国際協力イニシアティブ」

教育協力拠点形成事業「大学等が有する農学分野の国際協力知的援助リソースデータベー

スの作成と管理」、平成 20 年度同事業「農学知的支援ネットワーク形成による国際教育協

力強化・推進のためのモデル構築」、平成 21 年度同事業「農学知的支援ネットワークによ

る科学技術協力モデルの構築」、及び平成 22 年度同事業「農学知的支援ネットワークの組

織力を活かした科学技術協力の推進」を受託し、国内支援リソースおよび海外支援ニーズ

に関するアンケート調査を行い、得られたデータを管理・活用するためのデータベース

「IReNe-AFF」を整備・拡充してきた。 

本章では、アンケート調査によって得られたデータを解析することによって、農学分野

の国際協力に関わる知的リソースと開発途上国のニーズの現状を概観するとともに、両者

のマッチング状況を明らかにし、今後の農学国際教育協力の在り方や強化すべき研究の方

向性に関して提言を行う。 

 

 

【調査方法】 

 

 国内の農学知的支援リソースおよび海外の農学知的支援ニーズの調査は、農学関連分野

で研究／教育に従事する個人ならびに機関を対象に、筑波大学陸域環境研究センターが

2006 年度に開発したインタラクティブ Web システムを介したアンケート調査によって行っ

た（別添 10 参照）。国内リソース調査は、2007 年度から 2010 年度にかけて、海外ニーズ調

査は平成 2008 年度から 2010 年度にかけて実施した。国内リソース調査に当たっては、文

部科学省の協力を得て、日本国内の大学や公的研究機関に対し、アンケートへの回答を呼

びかけた。海外ニーズ調査は、開発途上国全体を対象としたが、特にケニア、インドネシ

ア、ウガンダ、ガーナ、タンザニア、バングラデシュ、ブルキナファソ、バングラデシュ、

フィリピン等、現地協力者の協力が得られた国を中心に実施した。国内リソースに関する

アンケート調査では、2007 年度に国内の 70 機関から 330 件、2008 年度に国内の 25 機関か

ら 87 件、2010 年度（平成 23 年 2 月 10 日現在）に国内の 4機関から 6件の回答を得た（第

1 表）。海外ニーズに関するアンケート調査においては、2008 年度に 15 カ国から 155 件、

2009 年度に 3カ国の 14 機関から 34 件、2010 年度（2011 年 2 月 10 日現在）に 8カ国の 13

機関から 38 件の回答を得た（第 2表）。 
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No. JISNAS
1 JISNAS 8 4  
2 8 18  
3 8 31  
4 9 22  
5 JISNAS 10 7  
6 10 29  
7 JISNAS 11 10  
8 11 11  
9 JICA 11 19  

10 ODA 12 17  
11 12 27  
12 1 14  
13 1 31  

14 JISNAS 2 10  
15 2 24  

1
23 1 17  

2
23 1 28  

JISNAS 23 JICA 1 31  

3
2 7  
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別添 10. 海外支援リソース及び 

ニーズ調査用 WEB アンケート用紙 
 





 

名古屋大学「農学知的支援ネットワーク」 

 

― 海外支援リソース及びニーズ調査用 WEB アンケート用紙 ― 
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― 海外支援リソース調査用 WEB アンケート用紙(和文) ― 
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名古屋大学「農学知的支援ネットワーク」 

 

― 海外支援リソース調査用 WEB アンケート用紙(英文) ― 
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― 海外支援ニーズ調査用 WEB アンケート用紙 ― 
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別添 9. 海外支援ニーズ調査報告書 

 



 

 
 

JISNAS  
 
 

 
* 

  *  
 

22 7 11 7 18  
23 1 31 2 12  

 
 

 (JIRCAS)  
 

Forum for Agricultural Research in Africa (FARA) 
Dr. Irene Annor-Frempong, Director, Capacity Strengthening 
Dr. Nelson K.O. Ojijo, Program Officer, Strengthening Capacity for Agricultural 

Research and Development in Africa (SCARDA) 
Alliance for a Green Revolution in Africa (AGRA)-Accra 

Dr. Aboubacar Toure , Program Officer, Crop Improvement and Variety Adoption 
Dr. Issoufou Kapran, Program Officer, Seed Production and Dessemination 
Mr. Amatevi Raoul Klutse, Program Officer, Fertilizer Business Development,  

Soil Health Program (SHP) 
Mr. Abdou M. Konlambique, Program Officer, Market Access Program 
Dr. Kehinde Makinde, Program Officer, Agro Dealer Development 
Dr. Marie Rarieya, Program Officer, Education and Training, Soil Health 
   Program (SHP) 

JICA  
 

Ms. Megumi Kato,  
 

 
 

  
Dr. Takashi Suzuki  

Council for Scientific and Industrial Research (CSIR), Ghana   
Dr. A.B. Salifu, Director General   

Ghana University, School of Agriculture 
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Prof. S.K. Offei, Dean of School of Agriculture & Associate Director, West Africa 
       Center for Crop Improvement (WACCI) 

Ghana Irrigation Development Authority (GIDA): Akosommbo Dam and Kpong  
Irrigation Project  

 
African Institute for Capacity Development (AICAD)-Uganda 

Mr. Makoto Fukuyama JICA  
Dr. David B. Mutetikka Country Director 
Mr. Edward Nfulagani  Assis. Country Director 

School of Agricultural Science, College of Agriculture and Environment, 
  Makerere Univeristy 

Dr. Bernard Bashaasha, Associate Professor, Head of the School of 
Agricultural  

Science 
Prof. Kitungulu Zake, Soil scientist 

Regional Universities Forum for Capacity Building in Agriculture 
(RUFORUM) 

Dr. Wellington N. Ekaya, Program Manager (Training & Quality Assurance) 
Ms. Nodumo Dhkamini, Program Manager (ICT) 
Sasakawa-Global 2000 -Uganda 
Mr. Emmanuel Kayaayo, Country Director 
Mr. Moses Rwaheru Mwesigwa, Research Associate 
JICA  

 
 

JICA  
 

JICA  
JICA  
JICA  

 
JICA  

JICA  
 

Maseno University 
Prof. Dominic W. Makawiti  Deputy Vice-Chancellor (Academic Affairs) 
Prof. Barak Owuor  Director, International Relations & Interlink 
Prof. John C. Onyango  University Botanic Garden, Faculty of Scicence 
JSPS  
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JICA  

 
 

 
JICA  

African Network for Agriculture, Agroforestry and Natural Resources Education  
(ANAFE)  
Dr. Sebastian Chakeredza  Network Manager 

        Mr. James Aucha  Program Assistant 
Alliance for a Green Revolution in Africa (AGRA)-Nairobi 
Dr. Rufaro Madakadze  Program Officer, Education and Training 
Coalition for African Rice Development (CARD) Secretariat  

  
 

 
22  

7 12  (JIRCAS) FARA 
7 13 AGRA JICA  
7 14 CSIR  
7 15 GIDA  

23  
2 2 AICAD- RUFORUM,  

SG-2000  
2 3 JICA  

 
2 8 Maseno University  
2 9 JSPS JICA  
2 10 ANAFE AGRA CARD Secretariat 
 

 
JISNAS

JICA JISNAS

JISNAS
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FARA

FARA
 

JISNAS
FARA

RUFORUM ANAFE

FARA

 
FARA

 
AGRA-Accra FARA

AGRA

2 3 JISNAS

AGRA
 

AGRA  
 
 

40  
 

 
AGRA  

 
CSIR
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CSIR
processing and value addition

JISNAS JISNAS
 

 
JISNAS  

JICA

 
 

 
 

RUFORUM
15 25

ICT e-Learning

 
RUFORUM
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JISNAS

 
 

CARD
JICA

2011

 
JISNAS  

MUARI) JICA
JISNAS 2 CARD

JICA
JICA

CARD

2010 11

 
 

 
ANAFE ICRAF 1993 AGRA Bill & Melinda Gates Foundation & 

Rockefeller Foundation 2006 9 JISNAS
ANAFE FARA, 

RUFORUM
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JISNAS
e-Learning

2

JISNAS
JISNAS

 
JISNAS  

JICA JICA JISNAS
2 CARD

JICA

CARD

MIAD 2011
JICA

2011 4 21 JICA/JISNAS
MIAD

 
AGRA-Nairobi

JICA

 
CARD Secretariat JISNAS Secretariat
CARD JICA

CARD  
RUFORUM, ANAFE, AGRA

Dr. Ralph von Kaufmann (FARA, CARD Secretariat )
4 21 JICA/JISNAS 

JICA
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FARA, RUFORUM, ANAFE
FARA

 
JISNAS

JISNAS

JISNAS
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JST/JICA  
 

 
 

22 10 12 15   
 

 
 
 

JICA  
 
 

(NEDA) 
Kathleen Virtusio  

 
Luis Rey I. Velasco
Grace De Ocampo  

 

Bella Cruzana   
Philip Alviola       
Edison Cosico       

 
 

11 13  
11 14 JICA

 
 

 
JST/JICA  

ODA

 

Bella Cruzana Philip Alviola
Edison Cosico Grace De Ocampo

De Ocampo
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ODA
ODA

 (NEDA) ODA

De Ocampo Luis 
Rey I. Velasco

 
NEDA

NEDA

 

Kathleen Virtusio JICA
JICA

NEDA ODA NEDA
JICA NEDA

JICA
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22 10 12 10 16  
 

 
Sebelas Maret University  

Prof. Dr. Adi Sulistiyono  
Prof. Dr. Ir. H. Suntoro Wongso Atmojo  
Prof. Dr. Vita Ratri Cahyani  
Mr. Dwi Priyo Ariyanto  

 
 

LIPI-RCB  
Dr. Siti Nuramaliati Prijono  
Dr. Arwan Sugiharto  
Dr. Maman Rahmansyah  
Dr. I Made Sudiana

 
 

 
 

10 13 Solo  
10 14 Solo (Surakarta) Tuntang  
10 15 Cibinong  
 

 
Sebelas Maret University  

Agronomy, Soil 
Science, Animal Production, Social Economy/Agribusiness, Communication and 
Extension of Agriculture, Food Processing and Technology
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17 2,000 163
 

Dr. Vita Ratri Cahyani
Mr. Dwi Priyo Ariyanto

 
 

 
 

 

Oxisol SRI System of Rice 
Intensification

PGPR
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Dr. Vita Ratri Cahyani DGHE 2010
23

 

Dr. Vita Ratri Cahyani

 
PCR

LIPI-RCB
16S rRNA
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LIPI-RCB  
Dr. I Made Sudiana

40

JICA

 
20

Dr. I Made Sudiana

DRANCO

 
Dr. I Made 

Sudiana
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23 3 4  

 
 

 
22 12 20 12 24  

 

    
 

12 20  CARDI Chea Sareth  
 

12 21  CARDI Ouk Makara  CARDI

 
CARDI Lor Bunna 

 

RUA Eng Leng 
 
Duk Piseth 
Nlog Malyne 

 
 
 

RUA
 

RUA Men Sarom  

12 22  CARDI Som Bunna  
 

 
Leng Yeath 

ACIAR
 

 

 

Chhour Kimthy  
 

 
Thiv Vanthy 
San Sithan 

 
 

 

12 23   Koy Samon ACIAR

 

 

 Meung Eng 
 

 

12 24  CARDI Chea Sareth   

CARDI RUA  
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CARDI  

CARDI

2

 
CARDI 2011 2020

CARDI Dr Ouk Makara CARDI
 

CARDI

76
CARDI  

CARDI 38
2003 17% 2008 60

CARDI Phka Rumduol

 
2010 Policy Paper on the Promotion of Paddy production and 

Rice export Approved by the council of minister, Phnom Penh, 25 
July 2010)

MAFF
10 10

20

3 4 3
CARDI 10
 

BPH
CARDI  
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2000

CARDI 4 2
 

 
CARDI (ADB )  

 

 
CARDI

CARDI
CARDI  

CARDI
CARDI CARDI

CARDI

ACIAR
 

 
RUA  
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2  
3

10 7 3
 

142 1 48
3 1

 

USD50

50USD  

 
RUA  

 

( ) (UPLB)

NGO  

2010 7
( )  

 

                                                   
1 5(USD) 6(USD) 7(USD)

2(USD) 32
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RUA

RUA CARDI NGO   
 

 
OAHP  

OAHP  

 

 

1
1 20  

 

1

 

 
 

(PDA) 

7 9 2009
1 ha 12
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CARDI ACIAR CARDI

 
 
  

 
CARDI  

 
CARDI  

 

CARDI
CARDI 35cm 15cm

10cm 10
3

10g CMB03 ATF3944
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2

 
 

 
 

 
 

 
ACIAR  

2
ACIAR  

0.18ha 2ha
12 4 12 13 1 2

2 4.5 3

                                                   
2 CARDI 3

CARDI 1 50 55 2 60 65  

2 12 21 2 3
12 22  

3 1  
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4

5

 

 
 

 
 

ACIAR 0.55ha

0.19 0.36ha6

                                                   
4  

2
0.19ha

0.36ha
 

5 

2009 2010 4 7000 /kg 6

7 9000 /kg  
 
6
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2008-09 3

 

 
 

 
0.36ha

4
14 2010 18

 
Wet Season Rice

Early Wet Season Rice 4
4 25 70 6

16m 7
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2 3
1

5 9
9 11  
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CARDI  

 

 
Kampeng Thom, Kampen Commune, Prey Kabas District, Takeo

 
10 40 60m 2.4ha

80,000 USD20
6 7 1 1 15,000 4 5 1 1

15,000
USD15,000

2.4ha  
12,000

1

 

3 8 Neag Chan
10 60 65kg 40 60m  
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20 24 B 20405036

ACIAR 7

ACIAR

 

 

 

 
 

 

                                                   
7 “Diversification and intensification of rainfed lowland cropping systems in Cambodia” Prof. Shu 
Fukai 2007 2011 7000
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Australian Center for International Agricultural Research (ACIAR) (2010) Newsletter, 
December 2010 
 
CARDI (2009) Annual Report 2003-2005: Partnership for livelihood improvement and 
economic growth, Phnom Penh, Cambodia 
 
CARDI: Identified Key Research Areas/Projects for developing CARDI corporate plan 
2011-2020 (Draft only, mimeo) 
 
Hun Sen (2008) Rectangular Strategy for growth, employment, equity and efficiency, 
Phase II, At the first cabinet meeting of the fourth legislature of the National Assembly, 
Phnom Penh, 26 September 2008 
 
MAFF (2010). Policy paper on the promotion of paddy production and rice export, 
Approved by the council of ministers, Phnom Penh, 25,July 2010 (mimeo) 
 
MAFF (2005). Master plan for National Agricultural Research, Cambodia. ADB 
TA4310-CAM  
 
Ouk Makara et al. (2007) Rainfed lowland rice-based double cropping in Cambodia. 
Cambodian Agricultural Journal 8(2) 
 
Ouk Makara (2919) Status of agricultural sector with focus on agricultural crop 
research and development, Presented at the 32nd AMAF, the 10The AMAF+3 and the 
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2nd

 
 ASEAN-China SPS meeting, 26 October 2010, Phnom Penh, Cambodia (mimeo) 
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22  

 
 

1  
 

2  
 

3 23 1 8 ( ) 1 17 ( ) 
4  

EMBRAPA
Dr. Alfred Homma
Dr. Antonio Menezes

UFRA
Prof. Lauro Satoru Ito

Dr. Sergio Gusmo

USP
Prof. Adnei Melges de Andrade
Prof. Antonio Carlos Vieira Coelho
Prof. Neyde Yukie Murakami Iha
Prof. Ricard Shirota
JICA  

  
UBA  

Prof. Alfredo I. Utsumi JICA
Ing. Mariela A. Andreozzi
Ing. Alejandro Lozano
Dr. Hugo Di Bello 

Ing. Alejandra Babbitt
Ing. Silvia Pacio
Ing. Analia Garcia

JICA
Juan Carlos Yamamoto
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INTA
Ing. Laura Bullrich 
Dr. Maria Silvina Soto
Ing. Daniel Morisigue 
Ing. Diego A. Mata 
Ing. Lorena BARBARO 
Ing. Monica KARLANIAN 
Ing. Martin Nakama JICA

 

JICA  

JICA

 
 

 

JICA

Euterpe oleracea

4 -
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UFRA  

 

 

JICA

 
USP  

3

2011  
JICA  

UBA  

 

1

 
2011 5 6 NAFSA

Association of International Educators 100
7000
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EAIE European Association for InternationalEducation 23
2011 9 13 16

Cooperate,
JICA

 Innovate, Participate  

INTA
6
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22

1

2

3

4 23 1 28 2 1

5

1

Jamunong Uthaibutra

Wilawan Kampoun

2 Pisanulok

Mr. Sinchai Takhontip

Mr. Bontem Srinuankam

3 Pisanulok

Mr. Choosak Chasong

6

23 1 29 Pisanulok

23 1 30

7

7-1

22 5

38/18 20

40/24 16

22
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Nam Dok Mai

Ca B

Audit Calcium Boron

Ca 5% B 0.5% 1  L 150 180

150 ml 1,000  L 5 ha

4.4 5.4 ha

4 120

120/7 17 75 92 ha

5%

3% 21,000 45,000

Ca-B Ca-B

Ca-B
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別添 8. 平成 23 年度 

JICA 課題別研修（集団） 
「アフリカ地域 稲作振興のための 
中核的農学研究者の育成」への 

協力依頼について 
 



 

23 1 28  
JISNAS  

 
23 JICA  

 
 

 
(1) JISNAS

JISNAS 23 JICA
22 6

 
(2) JICA 23 1 28

1

(3) JISNAS JISNAS
JISNAS  

1 28 2 15  

(4) JISNAS

 
 

 
(1)

 
(2)

 
(3)

2008 2018 10
CARD 2

(4)
 

3

 
 

5  
                                                   
1 http://www.jica.go.jp/chotatsu/domestic/chubu/2010/koji_110127_02.pdf  
2 CARD http://www.riceforafrica.org/

http://www.jica.go.jp/activities/issues/agricul/approach.html  
3 JICA CARD

JICA  
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(6) 23 7 11 8 9 7 7  
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� JICA
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8 7  
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8 4  

8 5  

 

8 8  

8 9  

 

 

 

 

 
 

JISNAS 2 23 2
13 JISNAS jisnas@agr.nagoya-u.ac.jp  

 
 

(1) 2 15 JICA  
(2) 3 JISNAS

GI JICA  
(3) 6 A2A3
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(4) 7 JICA
JICA  

 
 

- 135 -



 
 

 

- 136 -



 

- 137 -



 
 

- 138 -



 

- 139 -



 
 

 

- 140 -



 
 
 
 
 

 
別添 7.「アフガニスタン国人づくり 

プロジェクト(仮称)」に関する意見具申 
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別添 6. 我が国大学が有する 
知を活用した国際協力活動への 

取り組みの検証 

 



22 5 6

JISNAS
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別添 5. JISNAS 便り 
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別添 4. JICA-JISNAS フォーラムの 

開催について (案) 

 
 
 

 



 
名古屋大学「農学知的支援ネットワーク」 

 

平成 23 年 2 月 7 日 

JISNAS 事務局 

 

 

JICA-JISNASフォーラムの開催について （案） 

１．目的 

農業・農村開発及び水産分野における特定テーマについて、JICA および大学関係者間で

討論・率直な意見交換を行い、JICA、JISNAS 双方の知見を深める。また、同討論・意見交

換への JICA、大学双方の若手人材の積極的且つ主体的な参加を奨励し、若手人材の能力開

発（人的ネットワークの構築を含む）を図る。 

 

２．実施方法 

(1) 会議の形式：原則、パネルディスカッション形式とする。 

(2) 出席者：パネラーは最大 8 名（JICA 側 4 名、JISNAS 側 4 名）程度とし、パネラーに

は意図的に若手人材を含める。また、JICA 関係者（職員、専門員等）、JISNAS 会員大

学の関係者（団体会員学部等の教員、研究生、学生等及び個人会員）の参加を募る。 

(3) 開催場所：JISNAS 会員大学又 JICA にて開催する。 

(4) 経費負担：JICA-JISNAS 事務局間で、その都度協議の上決定する。 

 

３．第一回 JICA-JISNAS フォーラム実施案 

(1) テーマ案：アフリカ稲作開発を担う人材育成と日本の協力について 

(2) 実施予定時期：平成 23 年 4 月中旬から下旬を想定（調整中） 

(3) 実施場所：東京農業大学 

(4) 議事次第案： 

1) 15：00～15：10 挨拶（JICA 農村開発部部長および JISNAS 運営委員長） 
2) 15：10～15：30 話題提供：未定（JICA 農村開発部） 
3) 15：30～15：50 話題提供：日本-アフリカ農業教育研究拠点構想 ～アフリカ稲作

開発の将来を担うアフリカ研究者及び日本人研究者の育成～  
（一橋大学 櫻井武司教授） 

4) 15：50～16：10 話題提供：未定（東京農業大学） 
5) 16：10～17：30 パネルディスカッション、参加者との質疑応答・意見交換 
6) 17：30～17：45 総括（JICA 農村開発部部長および JISNAS 運営委員長） 
7) 18：00～19：00 懇親会（会費制） 

(5) パネラー候補者：JICA 及び JISNAS 側から、各 3～5 名を想定 
(6) パネルディスカッション・ファシリテーター：JISNAS 事務局長 
(7) 全体司会進行：JICA 農村開発部 
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(8) その他：出席者の参加旅費は、各機関にて負担 
 

以 上 
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